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6 月です。あっという間に春が過ぎ初夏になってし
まいました。最近はちょうど良い春や秋のような私た
ちが過ごしやすい季節がどんどん短くなり，猛暑の夏
が長くなり，寒暖の変化も大きくなってしまいました。

『眼科』読者の皆様も季節の変わり目の体調管理には
くれぐれもお気をつけください。

さて，今回の特集は「眼底視野計の進歩」です。眼
科医なら誰しも眼底病変を直接観察しながらその部位
の網膜感度（視野）を測れたらと思ったことがあるはず
です。そのアイデアから始まった眼底視野計も，よう
やく実臨床で簡単に使える時代になってきました。も
ちろん電子機器やレーザー走査型検眼鏡などの光学機
械の進歩がなければ，こんなに簡便に測れるようには
ならなかったはずですが，その開発には日本人の眼科
医の先達の果たした役割も非常に大きいものです。ま
た，眼底視野計は単に病変部位の正確な感度測定とい

うだけでなく，ロービジョンでの偏心視訓練にも利用
できることを眼科医は認識すべきだと思います。

綜説では，自称「眼科の機械屋」で Heads-up sur-
gery（HUS）関連の電子基板も自作される愛知医大の白
木幸彦先生に HUS を解説していただきました。眼科
手術医の多くに長時間の悪い姿勢の維持から腰痛者が

（私も含めて）多いと聞きます。HUS は手術教育以外に
眼科医の健康管理にも役立つものですが，まだ解決す
べき課題も残っています。もうひとつの綜説は白内障
術後眼内炎に関する欧州の学会のガイドラインで，多
根記念眼科病院の井上智之先生にその要点の解説をお
願いしました。抗菌薬の前房内注射を含む多くのエビ
デンスとその評価（オッズ比）は非常に有用です。今春
入局の新後期研修医への手術の準備の説明のためにも
是非ご一読いただきたいと思います。きっと役に立つ
はずです。� （三村 治・記）
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